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 論文審査の結果の要旨
 植物枯死体の分解過程は陸上生態系における物質とエネルギーの流れの主要経路であり,土
 壌動物と微生物の腐生作用がきわめて重要な役割を果していることは論をまたない。相馬潔提
 出の論文は,以上の観点に立って植物枯死体の分解過程に関与する土壌動物と微生物の相互関
 連を研究したもので,特にクロマツ斜葉枯死体の微生物による分解過程と等脚類の一種である
 ワラジムシの摂食活動との関係を解明することを意図したものである。
 著者はこのために,自然条件下における針葉枯死体の分解過程と等脚類の個体群生態との関
 連,および人為腐朽葉の等脚類による摂食,排出,同化に関する実験的研究等,広汎にしてユ
 ニークな手法を駆使して,この問題の研究を行っている。まず自然条件下での針葉の腐朽過程
 の観察と等脚類欝内容物分析および摂食実験により,等脚類は腐朽度の進んだ針葉枯死体を嗜
 好することを見出し,等脚類が針葉それ自体よりは針葉枯死体を覆う菌糸を摂食することを実
 験的に明らかにした。このような針葉枯死体の可食性を支配する要因として硬い表皮組織が摂
 食をはばむことを指摘し,この障壁は腐朽の進行により取り除かれることを示し,枯死体の物
 理的強度が腐朽の程度およびそれに伴う嗜好性の指標となることを実験的に明らかにした。さ
 らに著者は,真菌類を接種して培養した針葉枯死体を等脚類に食せしめ,また寒天で固めた浜
 紙粉末に人為腐朽葉の冷水抽出液を添加して摂食実験を行い,摂食量が真菌類の種類によって
 異なること,および針葉内に蓄積した水溶性物質が摂食を防げていることを示した。
 以上の結果は等脚類による針葉枯死体の摂食が,微生物の分解による物理的強度の減少と針
 葉枯死体に生息する真菌類の種類によって高まること,および真菌類の増確過程で生産された
 水溶性物質が嗜好性を減少させ,かかる物質が自然下で溶脱除去されることによって摂食が増
 大し,針葉の糞化を促進することを明示した。以上は落葉分解における生物的機構に対して新
 事実を提供しており,陸上生態系における物質循環の解開に対して貢献するところが大である。
 以上のごとく,本論文は著者が自立して研究を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有す
 ることを示している。よって相馬潔提出の論文は理学博士の学位論文として合格を認める。
 一372一
》
